








令和元年度 資源環境経済学講座 博士論文要旨      （令和２年３月修了） 
農業者組織が農家行動に与える影響に関する研究：施設園芸経営を対象に  





































が困難となっていた．よって組織力については MAX が相対的に強く，STAR は
弱いと判断できる．一方，SKY は規約等が“ゆるい”，言わば個人の組織であり，
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組織力は無いと評価できた．というのも，SKY は周年栽培の MAX・STAR と異な
って，高齢化によって経営規模を縮小する農家や，他品目の栽培と並行して行う












する農業者組織は，N 生産組合（以下「N 組合」）と，X 出荷組合，Y 出荷組合
で，いずれも任意組合である．N 組合の農家が生産するカーネーションは，ほぼ














は X 社との関係を強固にし，コンフリクトの解決は「回避」されたままである． 
第３章の事例は，東京都足立区と江戸川区である．江戸川区はコマツナ栽培の





















 終章では全体結論を提示した．１章の STAR と２章の実態から，農家は基本的
にコンフリクトに対して「回避」行動をとることが示された．しかも，１章の事
例は「移動」による解消が可能で，大規模産地特有の組織構造である．２章の事















山田真茂留（ 2017）『集団と組織の社会学  集合的アイデンティティのダイナミ
クス』世界思想社．  
－95－
